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　引き続き 01時 50 分頃から、上記６カ国にオー
ストラリア、モーリシャス、ミャンマー、シンガ
ポール、英国（チャゴス島向け）の、津波の到達
が予想される 11カ国に対して、津波の到達予想時
間について緊急的にFAXにて連絡を行い、各検潮
所での津波の観測結果（津波の到達時刻と津波波
高）についても 11カ国に対して随時FAXにて連
絡を行った。
　３月中旬から、インド洋沿岸に関係する 27カ国
に対して「津波監視情報」の受領希望の有無等に
ついて照会し、スリランカとシンガポールについ
ては公式に回答のあった３月 31日から提供が開始
された。５月 16日現在、16カ国から受領希望の公
式回答が来ている。
　インド洋における国際的な津波早期警報メカニ
ズムの構築にむけた第１歩がスタートした。
　日本の高度な津波予報技術を用いた国際貢献で
あるばかりでなく、遠方で発生した津波に対する
日本への津波予報の精度向上にもつながるもので
ある。
　昨年 12月のスマトラ沖地震による津波被害を受
けて、国外の地震についても、その発生の事実等
を速やかに公表することが求められ、３月 28日か
ら国外でマグニチュード 7.0 以上の大地震が発生し
た場合、従来の日本への津波の影響の記述に加え、
国外への津波の影響の記述を加えた「遠地地震の
地震情報」を地震発生から概ね 30分以内に発表す
ることとなった。
　また、3月 28日には北西太平洋域のロシア、韓国、
中国、フィリピン、インドネシア、パプアニュー
ギニアの６カ国に対し、津波の高さの予測を含む
詳細な津波情報の提供を行う「北西太平洋津波情
報センター」が設置され、運用を開始した。太平
洋域においては、太平洋津波警報センターが津波
情報の提供を行っているが、北西太平洋津波情報
センターは、詳細な津波情報を提供する地域セン
ターとしての役割を担うものである。
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